
ベランダからの子どもの転落は、

保護者の皆さんの意識や行動だけで予防することは困難です。

ベランダ等高所からの子どもの転落を予防する

ー研究者、事業者、保護者と共に目指す安全な町、安全な建物ー

ベランダの柵を
考えるプロジェクト

「つかめない」 「登れない」 「落ちない」

　子どもがベランダ等の高所から転落し、重大な傷害を

負うケースが相次いでいます。東京都の報告によると、

2007年4月から2017年3月の間に、ベランダからの

転落により救急搬送された、または受診した12歳以下の

事例は145件で、そのうち入院を要する事例は全体の

7割以上あり、死亡に至った事例も2件ありました。

　今までベランダからの転落の予防策は、「見守り」や

「目を離さないようにする」といった保護者の意識・

行動に依存したものが主なものでしたが、その予防効

果は低く、転落事故が多発しています。また、ベランダの

構造や柵のデザインが多様化・複雑化してきていること

などから、この事業では環境改善による予防策を検討

することにしました。



子どもが柵を乗り越えにくくする実験①

高さ120cm～140cmに設定された実験機を乗り越えられるか実験を行いました。

ひとつの条件につき、乗り越えられるかどうかの制限時間は30秒としました。

子ども達は裸足で実験を行いました。

京都府長岡京市  さくらんぼ保育での実験 神奈川県横浜市  緑園なえば保育園での実験

クラスごとの実験参加人数:

実験

結果

　3歳児クラス、4歳児クラスの子どもは120㎝
から始め、その条件を乗り越えられた子どもは、
さらに高い条件で乗り越えられるかどうかを確
認しました。

　5歳児クラスでは、一番高い140㎝の設定から
開始し、140㎝を乗り越えられなかった子どもに
は、より低い条件で乗り越えられるかどうかを確
認しました。

　3歳児クラス、4歳児クラスの子どもでは、柵
の高さを高くして登りにくくする対策の効果があ
る程度確認されました。

クラス別に柵の高さの設定を変えて登り越えられた実験数値をグラフにまとめました。

　5歳児クラスの場合には、柵の高さを140㎝に
しても、京都府長岡京市 さくらんぼ保育園では
乗り越えにくくする効果はほぼ見られないことが
わかりました。

3歳児クラス　35名 4歳児クラス　40名 5歳児クラス　41名

高さを変えた実験 制限時間は30秒 裸足で実験
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実験①で使用した実験機



事故のベランダを再現した実験②

　5歳児クラスの子ども3人が壁を乗り越えることができました。この壁の高さは125cmで、建築基
準法で定められている110cmより15cm高い設定になっていますが、壁中央に設置されたスリットの
下に高さ13cmの足がかりがあり、この足がかりを使えば壁の高さは112cmとなって、5歳児クラスの
子どもが乗り越えられる高さになります。

実験②で使用した実験機

京都府長岡京市  さくらんぼ保育園

結果

実際に事故が起きた現場のベランダに設置されていた壁状の柵と同じ仕様の壁を
製作し、再現実験を実施しました。

3歳児、4歳児、5歳児クラスの園児20人を対象に、壁を乗り越えられるかどうかの
実験を行いました。

子ども達は靴を履いたまま実験を行いました。

実験

再現実験 壁を乗り越えられるか実験 靴を履いて実験

幅182cm幅182cm

スリット幅9.5cmスリット幅9.5cm

高さ125cm高さ125cm

高さ13cm高さ13cm



　柵の高さを高くすることによって子どもが柵を乗り越えにくくなる効果は、

3歳児クラス、4歳児クラスの子どもではある程度ありました。しかし、5歳児ク

ラスでは、柵を高くしても乗り越える子どもが多いことから、単に柵の高さを

高くすることによる転落予防効果はほとんどないことがわかりました。

　今後は、柵を高くするだけでなく、笠木部分が回転する、手前に設置する、

ネットを張る、柵に近づけないよう「犬矢来」のようなものを設置する、といっ

た対策が必要であると考えます。

実験①からわかったこと

　今回の再現実験から、ベランダの柵に「足がかり」になるものを作らないだけ

でなく、「手がかり」となるものを作らないことによる転落予防効果も確認され

ました。

　その一方で、20人中3人も登ることができたという事実から目を背けること

はできません。今まで、転落事故が起こると、柵の構造として「建築基準法に

合致しているかどうか」が判断基準のひとつになっていましたが、今後は「転落

した」という事実を重視し、現場の状況を再現して「子どもがその柵に登れるか

どうか」を検証する必要があります。それらのデータを集めれば、転落予防のた

めの新たな基準を制定することが可能になり、子どもの転落予防につなげる

ことができるようになるのではないでしょうか。

実験②からわかったこと

　この事業を通して、「子どもの転落は保護者の見守りだけでは防げない」ということをあらためて認識しました。

実験機に駆け上がる子ども達の様子から、転落は一瞬で起こることもわかりました。

「見守り」だけでは防げない！

　今回私達は、「後付けで柵の高さを上げる部品」、「柵そのものを手前に設置するための部品」、「笠木部分が回転

する部品」を製作しました。これらはいずれも実験用の部品です。今後は、産業界の皆さんに「子どもの転落予防」に

ついてより関心を持っていただき、今回考案した部品をヒントに、実用化に向けた取り組みを進めていただきたいと

考えています。あわせて、現在の基準の見直しも必要です。

この事業は、小児科医、工学系研究者、エンジニア、建材メーカー、建築会社、設計者、デザイナー、建築士、ホームインスペクター、
保育施設運営者らが連携して実施しました。コロナ禍の中、実験に協力してくださった保育園児および関係の皆さまに、
心から御礼申し上げます。

転落予防に向けた新たな基準、新たな環境・製品の必要性

この事業は、公益財団法人 三菱財団の助成事業として、2020 年10月から 2022 年 3月にかけて実施しました。
企画・製作：NPO 法人 Safe Kids Japan　/　HP : https://safekidsjapan.org　/　イラスト：久保田修康

考察

今後に向けて

ベランダと天井の間の空間に
ネットを張る対策

笠木部分が回転するアイデア


